
［正五角形の作図］
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中心をO、半径を 1とする円の直交する２本の直径 31ZZ 、 42ZZ をとる。線分 3OZ の中点を 1B
とする。 1B を中心とし点 2Z を通る円と直線 1OZ との交点を 1C 、 2C （ただし、 2111 CZCZ  ）

とする。線分 1OC 、 2OC の中点をそれぞれ 1X 、 2X とする。 1X を通り直線 1OZ に垂直な直線と

円Oとの交点を 1Y 、 4Y （ただし、 1Y は直線 1OX に関して 2Z と同じ側にとる）とする。 2X を通

り直線 1OZ に垂直な直線と円Oとの交点を 2Y 、 3Y （ただし、 2Y は直線 1OX に関して 2Z と同じ

側にとる）とする。このとき、五角形 43211 YYYYZ は正五角形となる。
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ゆえに、五角形 43211 YYYYZ は正五角形である。


